
2014/2/16 

1 

※ 「味の素グループ サステナビリティレポート」をご参照ください。 

味の素グループの生物多様性への取組み 

                  ～“いのちのために働く。” 

2014年2月18日 

味の素株式会社 

杉本 信幸 

千葉県生物多様性センター 企業と生物多様性セミナー 
 第12回 事業活動と生物多様性保全との関わり  
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地球環境・社会に何が起きているのか？ 

私たちは、何をすることができるか？ 

地球とは、何か？ どういう星か？ 

“いのち”のホシ 
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地球収容力の限界の中で、 

  社会・経済を発展させる。 

   ⇒ 持続可能性・サステナビリティ 

・収容力の限界、このままでは、地球が３個必要 

・大量生産、大量消費からの脱却 

・「将来世代のための環境保全」を考えた経済活動 

・グローバルベースでの協力 

人類社会の課題 

Planetary Boundaries  

Steffen, Grinevald, Crutzen and McNeill (2011)  

http://www.artbank.co.jp/eisei/image_640html/s_kakuchi/1-B-VGL462.html
http://www.artbank.co.jp/eisei/image_640html/s_kakuchi/1-B-VGL462.html
http://www.artbank.co.jp/eisei/image_640html/s_kakuchi/1-B-VGL462.html
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Current Assessment of Planetary Boundaries  

Rockström et al. (2009)  

人類社会の課題 

5 

Earth’s Life Support System for Sustainability  

Nature, 495: 305-307. (21 March 2013) 
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“Can we live within 

the Doughnut?” 
 

Kate Raworth 
Oxfam Discussion Paper 

Retrieved from <http://www.oxfamblogs.org/fp2p/?p=8696> 

世界の状況と目指しているもの 

20世紀型 経済成長至上主義 
• 短期利益主義 
• 排他的 
• 環境・生態系破壊型 

「自然資本は無限にある」との誤解 
 → 経済の発展（企業の利益向上）の  
   ためには、自然資本は使って当然。 

21世紀型 持続可能な経済（グリーン・ 
• 長期的価値追求型     エコノミー） 
• 包摂主義 
• 環境・生態系保全型 

「自然資本は有限である」との正しい認識 
 → 経済の発展（企業の利益向上）のためには、 
   自然資本の保全が必須。 

＜世界の共通認識＞ 

主因は経済のあり方だった！ 

「そもそもの自然資本には、 
 （経済）価値がない」との誤解 
 → 自然資本に「ただ乗り」。 

「あらゆるコストに自然資本の価値を算入する」 
 → 国家のGDP（国内総生産）、企業会計。 
   事業活動で自然資本をどれだけ毀損したかを 
   原価計算に入れる。 
 ※ ビジネスにとって、 

  環境配慮は“望ましい”ではなく、“前提条件”となる。 

20世紀の失敗 2020～2050年までに 

世界が目指しているもの 
地球環境・社会の危機 
×生物多様性・生態系の崩壊 
 ×社会問題 
 ×貧富の拡大 

＜世界の共通目標＞ 

経済活動のあり様を変える。 

「自然と共生する」 世界 

”Living in harmony with nature”  

7 
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「愛知ターゲット」 （2010年、CBD-COP10名古屋で世界合意） 

 ＝ 2020年（一部2015年）までの、グリーン・エコノミーに向けた 
   世界共通の取り組みの具体的行動目標 

   

※ 目標10、16、17は、2015年までに。 他は、2020年までに。 
（抜粋） 
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 ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ認証などへの対応要求が増加する。 

 持続可能なビジネスモデルへの転換が進む。 
新たなビジネス“競争軸” 

 ビジネス（我々自身）がキープレーヤー 

 事業の継続、持続可能な成長を左右する。 

  ⇒ いち早く対応し、生態系への負荷を減らして 
     農林水産資源の持続可能な利用を確実にする。 

  ⇒ 農林水産資源の回復・増強に貢献できる事業を展開する。 

遅くとも2020年までに、政府、ビジネス及びあらゆるレベルの関係者が、 
持続可能な生産及び消費のための計画を達成するための行動を行い、 
又はそのための計画を実施しており、 
また自然資源の利用の影響を生態学的限界の十分安全な範囲内に抑える。 

目標４：ビジネスと生物多様性 

9 

2010 2020 2030 2040 2050 

「生物多様性の10年」 

従来と大きく異なる競争 

 ・国際ビジネスルールづくり 
 ・ビジネスモデルづくり 
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利害関係者 

（顧客、行政、 

投資家、市民社会） 

からの期待と要求 

第5の競争軸：2１世紀市場の決定的競争軸※ 

※ ﾋﾟｰﾀｰ D. ﾋﾟｰﾀﾞｰｾﾝ  
  「第5の競争軸 21世紀の新たな市場原理」 より 

競争力 

企業としての操業許可、 
さらに成長許可 

応える 

価値観の変化への対応 

21世紀の新たな「競争軸」 

10 

１９０８年 池田菊苗博士    
 （東京帝国大学教授） 

昆布より「うま味」を発見 

１９０９年 鈴木三郎助 
        （初代社長） 

「味の素®」発売 

 

「私たちは、地球的な視野にたち、“食”と“健康”そして、 
“いのち”のために働き、明日のよりよい生活に貢献します。」 

「うま味」の発見から「味の素®」発売へ 

「国民の栄養丌良を矯救し、 

日本人の体位向上に貢献したい」 

グループ理念 

創業の志  

「単なる科学の発見ではなく、 

世の中に役に立つようにしたい」 × 

創業者たちの志 

38億年の地球生態系の 
すべての“いのち”に共通な基本要素 

アミノ酸 
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事業領域展開 

世界No.1の 
調味料事業を中核とする 

グローバル食品 
企業グループへ 

世界No.1の 
アミノ酸技術で 
人類に貢献する 

グローバルアミノサイエンス 
企業グループへ 

おいしさと健康を科学する 
健康創造企業グループへ 

104 

世界各地で、 

その土地（社会、生態系サービス）
に根差して 

”いのちのために働く“ 
多様ないのちの 

サステナビリティのために 

グローバル事業展開 
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・ 味の素グループの事業活動は、健やかな地球環境と、 
    平和で豊かな人々の暮らしの上に成り立っている。 
・ それぞれの地域の特徴ある自然や社会が、健やかで豊かである 

自然の恵みを守り、将来にわたって 
              永く利用していくことは、もっとも基本的なこと。 

事業が依存する基盤 

農畜水産の恵み 

遺伝資源 

  ことが大事。 

1
4 

味の素の目指すグループ像 

～ グループビジョンと2011－2013中期経営計画の位置づけ ～ 

地球規模で成長し続ける 

「確かなグローバルカンパニー」 
～ Genuine Global Company ～ 

① 人と地球の未来の進歩に貢献する 

② 当社だけの「世界一であるコアな技術領域」を有する 

③ 「世界レベルの、多様な人材力」の集団である 

④ グローバル企業レベルの「事業と利益の規模」を持つ 

⑤ 利益を生み出す「効率性」が世界水準である 
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味の素グループ理念 

私たちは、地球的な視野に立ち、 

“食”と“健康”そして、“いのち”のために働き、 

明日のよりよい生活に貢献します。 

（2009年） 

すべてのいのちに感謝し、貢献する、 

味の素グループの存在意義を表しています。 

「いのちのために働く」 という文言を加え、 

人類の基本課題である「地球（環境・社会）持続性」 「食資源の確保」 「健康希求」 

 への貢献をグループの存在意義としました。 

ここで言う 「いのち」 とは、人の生命だけでなく、私たちを支えてくれている 

あらゆる生命や環境・地球のことを示しています。 

私たちは、そのすべての 「いのち」 に感謝するとともに、 

豊かな営みを守るために貢献していく企業グループをめざします。 

理念とミッション 

“いのちのために働く” 多様ないのちの 

サステナビリティのために 

私たち味の素グループは、「いのち」のために働き、持続可能な 

社会の実現に貢献します。 

地球上の各地で個性豊かな多様ないのちの営みのつながりが 

維持され、将来世代にわたるすべての人々が健やかな地球環境
の中でよりよい暮らしを享受できることを目指し、事業活動を行い、 

社会とともに成長します。 
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事業活動を通じて 
21世紀の人類社会の課題解決に貢献 

地球持続性 食資源 健康な生活 

環境保全 
資源の循環 

非可食原料の活用 
 

不足栄養・過剰栄養の改善 
高齢化への対応 

理念とミッション 

“いのちのために働く” 
多様ないのちの 

サステナビリティのために 

世界各地で、 

その土地（社会、  生態系）に根差して 

1
8 

地球（環境・社会）持続性の課題と 
味の素グループの貢献 

すべてのいのちの営みのベースである 

生態系・生物多様性を見守り、育む 

地球温暖化のリスクを受け止め 

事業と社会を低炭素型に変革する 

資源を大切に活かし切り、 

循環させる 
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“いのちをいのちにつなぐ” 

“資源をお預かりし、 

 活かし切る” 

味の素グループが目指す 

エコビジネスモデル 

“いのちの恵みを 

 見守り、育む” 

 

 

ー 社会とともに、地球とともに ー 
  の視点で取り組む 
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―崩れつつある、食糧の需給バランス― 
世界の持続的な発展と、貧困の撲滅に大きく影響 

人類社会の課題 

2100年までに
見込まれる世界
の平均気温上昇 
（化石エネルギー中心
の経済成長がベース） 

2050年に  
必要とされる 
食料増産 

（2005年比） 

世界の 
 

栄養不足人口 

 過剰栄養人口          

地球1.5個分の暮らし     

          

 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世界人口と地球のキャパシティ 

既に地球の資源生産性を 
超えている 

2050年（予測） 

 

 90億人 

世界は今… 
 

 70億人 

人と地球の未来のために、食の分野で解決すべきことがある 

地球にさらなる負荷がか
かると予測されている 

食資源 地球持続性 健康な生活 

23 

ＤＡＴＡ：食資源の需給ギャップ 

出典：農水省HP 

・世界の穀物需要量 
 ：途上国の人口増、所得水準の向上に伴い、1970年代に比べ、2倍に増加 
  ⇔ 一方、生産量は主に“単収の伸び”により、需要量の増加に対応 
・2011‐12年度の期末在庫率 
 ：生産量が需要量を上回るが、2010‐11年度に比べ低下する見込み 

（2011‐12年度：20.3％⇔2010‐11年度：20.8％） 
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24 

ＤＡＴＡ：本栺的尐子高齢化社会（日本の人口動態） 

シニア人口が増加する一方、子供・生産人口は低減 

味の素グループの事業の基本 

人と地球のいのちのために働く 

事業活動のバリューチェーン 

研究 調達 生産 物流・販売 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 製品・ｻｰﾋﾞｽ 

すべての事業活動において 

事業開発 

“100年先も、地球と生きる“ 
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R&D、事業開発、調達、製造、物流・販売、コミュニケーション、マネジメント、・・・・ 

•ESR 

•革新的R&D 

•コミュニケーション、 
 提言・啓発、イニシアティブ 

•“バイオサイクル”生産システム、 
        コプロ 

•キャッサバ・プロジェクト 

•責任ある調達： 
 パーム油、紙、コーヒー、 
 エビ 

•カツオ生態調査 

•環境活性 
 コンクリート 

•ガーナ栄養改善プロジェクト 

•持続的土地利用 

•農地の有効活用 

すべての事業活動において 

•低資源発酵プロセス 

•発酵イソプレン 
 合成ゴム 

•バイオベース 
  ナイロン 

•「味なエコ」 

Rio+20 
（リオデジャネイロ） 

グローバル動向  

2010年 2011年 2012年 2013年 

CBD-COP10 
（名古屋） 

CBD-COP11 
（インド・ハイデラバード） 

地球サミット 
（リオデジャネイロ） 

「生物多様性の10年」 2020年 

1992年 
 愛知ターゲット 

 気候変動枠組条約 
 生物多様性条約 

 グリーン・エコノミー 
 自然資本 

 自然資本の見える化 
  （ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ全体にわたる定量的把握） 
  （情報開示、企業評価） 
 国家戦略改訂、誘導的政策 

RSPO-RT9/GA8 RSPO-RT10/GA9 

例えば、パーム油 

 2015年までの認証パーム油の主流化 
 購買取引条件化 

 開発途上国・新興国における 
  コンシューマー商品での進展 ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ認証、 

イニシアティブ 

 森林資源（紙）、漁業、パーム油、コーヒー・紅茶 
 サトウキビ、大豆、水産養殖、・・・・・ 

NGO等による糾弾
キャンペーン 持続可能なビジネスモデル 

国際ビジネスルール      創りの競争 

世界のビジネス環境・ﾌﾟﾗｸﾃｨｽが 
グリーン・エコノミーの仕組みに急速に変化中。 
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モデル事業所での 
取り組み開始 

紙の環境配慮調達 
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの制定 

エビ調達の 
生態系ﾘｽｸ管理 

ｻﾌﾟﾗｲﾔｰCSR調達 
行動規範の検討 

発酵原料のCSR調達 
検討開始（ｷｬｯｻﾊﾞ、ﾀﾋﾟｵｶ） 

RSPO加盟（パーム油） カツオ標識放流調査開始 

CBD-COP10ﾌﾟﾚｾﾞﾝ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ環境理念・ 
基本方針の改定 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ生物多様性 
行動指針の制定 

Rio+20出展 

グローバル動向への味の素グループの対応  

2010年 2011年 2012年 2013年 

企業理念 
“いのちのために働く” 

CBD-COP11ﾌﾟﾚｾﾞﾝ 

「生物多様性の10年」 2020年 

2009年 

持続可能な原料調達・利用の取り組み 

持続可能な土地利用
の取り組み 

生態系サービスの 
利用状況全体レビュー 自然資本を 

回復、増強する事業へ 

次期３ヵ年計画 
“100年先も地球と

生きる” 

ビジネスの持続的な成長のために・・  

（継続的な）操業許可を得るためには、 

 自然資本（重要生態系サービス）への依存・影響の 
  サプライチェーン・バリューチェーンにわたる把握 

 脆弱な（環境・社会課題のある）自然資本の保全 
  特に、サプライヤー・調達源流への関不 
  ・ CSR（環境・生態系・サステナビリティ）配慮調達展開 
  ・ “標準”化しつつあるｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ認証・ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞの導入 

 自然資本を考慮した事業計画（立地、原料調達戦略） 
 強みを活かしたR&D等 
  ・ より尐ない資源でより豊かな価値の提供 
  ・ 限りある資源を代替する技術の開発 
 自然資本・自然環境の回復再生・増強につながる事業の推進・拡充   

（さらなる）成長許可を得るためには、 

☆ “グリーン・エコノミー”ビジネス環境の下で、 
      自然資本への関わりにおける強み、弱みを知る。 

☆ バリューチェーン全体の範囲で、事業を通じて、リスク管理・ 
   チャンス創出に取り組む。 
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課題： 

★ “既存のサプライチェーンインフラをどう効率的に利用するか” 
    の観点から、さらに、 
☆ 持続可能な（自然資本の回復・増強型の）生産、サプライ／ 
  バリューチェーンの社会システム創りに自らかかわる。 

 サプライ／バリュー・チェーンやその他の多様な関係者との 
           協働の努力(事業上の競合とも) 

 固定観念のバリアーを越える、超える。 

 Win-Win(-Win- - -)スキームを追及する。  

サプライチェーンへの関わり方：責任ある調達 

★ 重要原料は、サプライチェーンの最上流まで遡り、資源・生態系と 
   事業のサステナビリティの確保を図る。 

味の素グループの取り組みの具体事例 

人と地球のいのちのために働く 

事業活動のバリューチェーン 

研究 調達 生産 物流・販売 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 製品・ｻｰﾋﾞｽ 

すべての事業活動において 

事業開発 
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持続可能なビジネスモデルの誕生 
抽出法から発酵法へ 

32 

微生物の力を借りて 

未利用の植物資源（糖蜜）を活用 

持続的に「生産」 

安価な食資源 

から抽出 

小麦粉 

大豆 
味の素® 糖蜜 

1960年に導入 

サトウキビ 

1909年～1950年代 

微生物が一番上手にアミノ酸をつくる 

植物 

哺乳類 

微生物 

ア
ミ
ノ
酸
の
体
内
合
成
能
力 

低 

高 

抽出 
最初はコンブから。 
後に、大豆・小麦等 

から絞り出した 

発酵 
微生物の高い 

アミノ酸 
体内合成能力を活かす 

生物の種類 

無生物 

食事から 
摂取必要 

動 物 

33 
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限りある食資源を活かして 

「味の素®」の製造と食資源の有効活用 

もし、すべてを 
昆布でつくったら・・・ 

もし、すべてを 
トマトでつくったら・・・ 

食資源を枯渇させずに 
商品をお届けするために 

「発酵法」で製造しています 

味の素グループが発酵法により 
サトウキビやキャッサバなどから 
1年間に製造する「味の素®」 

５０万トン 
とすると・・・ 

２,５００万トン必要 

日本の 

年間平均生産量の８３３年分！ 

２億トン必要 

世界の 

年間平均生産量の１.６年分！ 34 

地域にあった発酵原料の選択 

キャッサバ 

小麦 

サトウキビ 

とうもろこし 
35 
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循環型生産システム 
「バイオサイクル」 の確立 

36 

自然の恵みを地域に還元 
「コプロ」 （副生物の製品化） で育む 

世界９ヵ国、１８のアミノ酸発酵工場でコプロを製品化 
37 
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高付加価値の 「コプロ アジフォル®」 

38 38 

葉面散布剤「アジフォル® アミノガード®」 
２０１２年１２月より日本でも発売 

39 

サトウキビ 

1.40万t 

サトウキビ搾汁工程で発生する 
バガスを燃料として有効利用 

バイオマスボイラー 
活用により 

ＣＯ２排出量削減 

ガス 

粗糖 
糖蜜 

発酵工場 製糖工場 

7.6百万m3 

サトウキビ畑 
搾汁工程副生物 

ボイラ灰 

搾汁工程副生物 

0.22万t 

ボイラ灰 

0.23万t 

ＣＯ２ 

バガス 
木屑 

2.5万t 

液体肥料 

Ａｊｉｆｅｒ® 

サトウキビをもっと活かし切る 
新たな 「バイオサイクル」 へ 

サトウキビ 
 →搾汁 

サトウキビを購入（一部） 
⇒ 粗糖に比べ安定した価栺 
 で原料調達、かつ、加工に 
 要するエネルギーを削減 

39 
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【ブラジル】 
サトウキビの絞り粕や木くずの活用 ＣＯ2削減量 

２４,０００ 
㌧/年 

「バイオマスボイラー」 の導入で 
低炭素社会の実現に貢献 

【タイ】 
もみ殻ボイラー 

ＣＯ2削減量 

１０万 
㌧/年 

各国で 

40 

食資源の確保 
「低資源発酵プロセス」 の開発 

41 

2020 

 - 2030 

Sugarcane 

Corn 

現在 

2012 

 - 2022 

Corn Stover 

前処理 

糖 

培養 

糖 アミノ酸 
発酵 

藻類 

Bagasse 
セル 
ロース 

Palm EFB 

第二世代技術：「非可食バイオマス」を原料とした発酵 

第三世代技術： 「藻類由来の油」を原料とした発酵 

Tapioca Chip 

油 
脂肪酸 

アミノ酸発酵 

油の抽出 アミノ酸発酵 

アミノ酸 

第一世代技術：「さとうきび」や「とうもろこし」を原料とした発酵 
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リジンを添加 

穀物中タンパク質のアミノ酸バランス改善 

「飼料用アミノ酸」 で、 
地球にやさしい畜産を広げる 

桶の理論 

リ
ジ
ン 

ス
レ
オ
ニ
ン 

ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン 

ス
レ
オ
ニ
ン 

ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン 

リ
ジ
ン 

アミノ酸の総合的な 
利用効率が向上 

42 

「飼料用アミノ酸」 で、 
地球にやさしい畜産を広げる 

43 

耕地面積約７０％削減 

飼料アミノ酸は、家畜の成長や飼料の利用効率を高めます 

慣用飼料１,０００トンの内の大豆粕５０トンは、トウモロコシ４８.５トン＋リジン１.５トンに 

置き換えが可能です 

５０トンの大豆粕生産に必要な耕地 

４８.５トンのとうもろこし 
生産に必要な耕地 

１.５トンの「リジン」の 
原料生産に必要な耕地 

世界のリジン使用量約１２０万トン＝約１,４００万ｈａ の耕地節約 
（米国の大豆耕作面積の約５割弱、日本の全農作物の耕地面積の２倍） 

43 
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Ｎ2Ｏ発生抑制効果 

-３０％ 

「飼料用アミノ酸」 で、 
地球にやさしい畜産を広げる 

３３万トンの飼料用リジンで  
ＣＯ2換算で８０万トン削減に貢献 

44 

困難であった反芻動物にも 
「乳牛用リジン製剤」 を新たに開発 

これまで豚・鶏用 

新たに、乳牛用も開発 45 
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水産資源を見守り、育む 
「ほんだし®」 のエコ 

(独)水産総合研究センターと西日本太平洋沿岸における 
カツオ資源の共同調査を開始  

46 

持続可能な「ほんだし」のサプライチェーンへ 

取組み事例紹介-１ （持続可能な原料調達） 

カツオ生態系調査、資源管理 

実は、カツオ資源、生態は、よくわかっていない。 

利害、立場の異なる関係者間での、共通の拠りどころは、 

 科学的知見。 

カツオ資源に依存する事業であるかぎり、カツオ資源を見守る。 

  「資源が危ないから調査必要 
     ⇒ 資源が危なくないなら調査不必要」 ではない！ 
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カツオ標識放流調査: 
      日本近海（主に西日本太平洋沿岸）へのカツオ回遊の調査 

   南西諸島海域の黒潮沿いルート 

政府研究機関との 

 自主的な共同調査 

サプライチェーンの最上流まで・・  

カツオは、基幹商品「ほんだし®」の主原料である鰹節の大元の生物資源 

鰹節製造事業者 カツオ漁業者 

★ 重要原料は、サプライチェーンの最上流まで遡り、資源・生態系と 

   事業のサステナビリティの確保を図る。 

カツオ標識放流調査 

Source: WCPFC-SC8 (2012) 

カツオの資源評価結果（国際資源管理機関 WCPFC-SC）: 

      資源枯渇でない、過剰漁獲でない。 

      しかし、漁獲量の急激な増加に懸念あり。 

      特に、高緯度海域（日本など）での資源収縮の可能性？ 

科学的根拠に基づく 

  資源管理が重要 

★ 国の研究機関と共同して、国際資源 
  管理のルールづくりに貢献する。 
★ （資源が健全なうちに）今後もずっと 
  健全でいられるようにする。 
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カツオ回遊についての科学的知見はよく知られていない。 

国際水産資源研究所との太平洋沿岸共同調査を2009年から開始。 

カツオ標識放流調査 

3rd Joint Meeting of  
Tuna-Regional Fisheries Management Organizations 

Scientific Committee 
Eighth Regular Session 日本の標識放流調査 （政府調査、味の素社の共同調査）  

 日本の国としての一体となった成果として、 2012年WCPFC-SC8会合に 

 報告された。 

国際資源管理への関与 
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限りある食資源を活かしきる 
「ほんだし®」 のエコ 

カツオを活かし切る 
52 

アミノ酸を混ぜた 
「環境活性コンクリート」 で海を育む 

藻類の生長 

５～１０倍 
静岡県 
伊東沖 

山口県 
椹野川 

国内３０カ所の 

水域で実験中 

53 
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環境活性コンクリート 

 アミノ酸をコンクリートに混和、 

  アミノ酸を水中にて固定化、 

  水域環境に緩やかに供給 

 食物連鎖の基礎になる微細藻類 

  の生長を促進、 

  周辺生態系の維持、活性への寄与が期待 

アミノ酸の新たな可能性 

ー アミノ酸を混和した環境新素材「環境活性コンクリート」 

取組み事例紹介-２ （製品機能で環境貢献） 

海洋、河川の生態系回復 

異業種コラボレーションによる研究体制 

アミノ酸の水域環境への貢献  

通常コンクリート アミノ酸混和 
コンクリート 

牡蠣 

様々な機能を有するアルギニンに注目 

 ・ 発酵法により製造される主要なアミノ酸の一つ 
 ・ 生体への様々な栄養・生理機能がある 
 ・ 海産物にも豊富に含まれるアミノ酸 
 ・ 植物、特定藻類の生育効果を有する 
 ・ コンクリートとの親和性 

鮎の食み跡 

（河川での沈設実験） 

カサゴ 

 コンクリート表面での微細藻類の生長促進を観測 

 魚、貝類などの高次生物に対する蝟集効果の可能性 

 磯やけ防止、水質浄化に対する期待 

ー 「環境活性コンクリート」 
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食料自給率と海の環境問題 

• 食料輸入→消費→排出  

•           食料自給率 約40％       

           下水道普及率 約70％ 

食料

水

肥料

原材料

石油

食料

食料

水

肥料

原材料

石油

食料

約40%

約60%
エネルギーとして消費
体重として蓄積

食品残渣として廃棄

生活系排水として・・・
約40%

約60%
エネルギーとして消費
体重として蓄積

食品残渣として廃棄

生活系排水として・・・

台所、トイレ 
風呂、洗濯 

日本人は1人1日 10～14ｸﾞﾗﾑの窒素を排出 
国内で1日1,000トンの窒素が排出 

57 “ひと”のコンクリートから 
    “いきもの”のコンクリートへ 

『環境活性コンクリート』のコンセプト 

 形状に加え素材での環境配慮 

 無機的コンクリートから有機的コンクリートへ 

 人工物と自然・生態系との境界面をエコトーンへ 

 栄養分をゆっくり供給し、食物連鎖の基礎となる 

   藻類（微細藻類等）が生育しやすい環境づくり 

 食物連鎖・生態系の形成を手助け 

 二酸化炭素の吸収・固定を促進 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境活性コンクリート 従来のコンクリート 

アミノ酸 
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58 

山・川・海 栄養塩循環の再生 

水環境の修復・再生 

消費・処理 

漁獲・取り上げ 

食料・肥料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

59 

実証実験箇所と導入実績 

海 域 

河 川 

全国21カ所の水域で 
実証実験中 
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  人類社会の課題解決に、 
独自の研究・技術開発で貢献する 

地球持続性 食資源 健康な生活 

独自の研究・技術開発 

• 発酵液肥料 
• 葉面散布剤 
• 水産栄養 
• 環境活性コンクリート 等 

動植物の生産性・質を 
向上させる技術 

食糧と競合しない原料を 
使う発酵技術 

次世代の医薬、医療や 
栄養改善を支える技術 

• バイオ繊維 
（石油合成→植物発酵へ） 

• 低資源利用発酵 等 

• 再生医療 
• 高分子医薬品製造 
• 有機EL照明関連材料 
• 「アミノインデックス」 等 

２１世紀の人類社会の課題解決に貢献 

60 

食資源の確保 
「低資源発酵プロセス」 の開発 

61 

2020 

 - 2030 

Sugarcane 

Corn 

現在 

2012 

 - 2022 

Corn Stover 

前処理 

糖 

培養 

糖 アミノ酸 
発酵 

藻類 

Bagasse 
セル 
ロース 

Palm EFB 

第二世代技術：「非可食バイオマス」を原料とした発酵 

第三世代技術： 「藻類由来の油」を原料とした発酵 

Tapioca Chip 

油 
脂肪酸 

アミノ酸発酵 

油の抽出 アミノ酸発酵 

アミノ酸 

第一世代技術：「さとうきび」や「とうもろこし」を原料とした発酵 
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サステナブルな新素材 
バイオベース・ナイロンの開発に成功 

味の素 ㈱ 

連携 

• 世界各国で多様な植物原料を利用し、 
アミノ酸、核酸を数十万トン規模で 
発酵生産している世界有数企業 

• 発酵菌開発、発酵生産・単離精製 
プロセスに強みを持つ 

㈱ 東レ 

• ナイロン、ポリエステル等の繊維、樹脂、 
フィルム、その他新規材料の開発技術 
保有および製造の世界有数企業 

• 膜技術を利用した糖化、発酵プロセスで 
革新技術を開発 

味の素 ㈱ が 
強みを持つ領域 

㈱ 東レ が 
強みを持つ領域 

加工 
製品化 

植物原料 
糖化→発酵 

酵素反応 
モノマー製造 

ポリマー 
重合 

東レ社との連携により、バイオベースナイロン試作に成功 
62 

サステナブルな新素材 
バイオマス由来の合成ゴムの開発 （発酵イソプレン） 

味の素 ㈱ 

連携 発酵技術 
（先端バイオ技術） 

㈱ ブリヂストン 

ゴムの合成技術 
（重合触媒技術） 

加工 発酵 精製・重合 

イソプレン 
生産菌 

中間原材料 
イソプレン 

資源 
バイオマス 

重合触媒 

原材料 
合成ゴム 

(ポリイソプレン) 63 
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社会からの評価 

 平成25年版 環境白書/循環型社会白書/生物多様性白書 

第1部 第2章 真に豊かな社会の実現に向けて 
  第4節 自然のしくみを基礎とする 
          真に豊かな社会を目指して 

【コラム】 
 味の素グループの 
  生物多様性への取組 

 「味の素グループ環境報告書、 
      サステナビリティレポート」 

 環境報告書の各賞を7年連続受賞 

社会からの評価 

 第3回生物多様性日本アワードを受賞 カツオ共同調査 

 第22回地球環境大賞 「フジサンケイグループ賞」を受賞 
   地球持続性－グリーンエコノミーへの取り組みが評価された  

“日本を代表する 

 尊厳ある取り組み” 
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社会からの評価 

 タイ味の素社 Pathum Thani事業所 
  タイ政府環境賞“Prime Minister’s Industry Award 2012”  
  を受賞 

 タイ味の素社 Kamphaeng Phet事業所 
  日本能率協会「2013 GOOD FACTORY賞」ものづくりCSR賞  
  を受賞     「Green Factoryの実践」 

67 

このロゴマークは、飛来したカワセミと、それを守る
ようにして存在する「味の素 バードサンクチュアリ 
in 四日市」の豊かな環境（池や樹木）をモチーフに
いたしました。  
四日市のコンビナートエリアに存在するこの「野鳥
の聖域」を、今後も味の素東海事業所の従業員で
しっかりと守り続けたい、そんな想いをロゴに込めま
した。  

東海事業所 バードサンクチュアリ  四日市市、三重県との協働 
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